
現地が抱える開発課題 

マダガスカル国 ディアナ州アンバンジャ市サンビラノ地域 

ビジネス 
概要： 

BOP層の零細カカオ農家は、カカオの品質を左右する
農法、発酵・乾燥・選別等の加工技術に対する知見に
乏しく、カカオの収量・品質は低い。また、カカオ市場は
閉鎖的で、零細農家はアクセスすることが困難なため、
適正価格での取引が難しい。 

企業が有するソリューション 

国際市場を経由せず、BOP層農家からカカオの直接買い取
りが可能。製菓メーカーへのカカオ販売チャネルも持つ。農
薬や化学肥料を使わずに育てられたカカオからつくる同社
の高品質なチョコレートは、生産者の顔が見えるチョコレート
として顧客の信頼を得ている。 

+ 

ビジネスを通じた 課題解決アプローチ 

国・地域： 

企業： 

アグロフォレスリー農法による、高品質カカオの現地生産・加工、国内外への販売。 

有限会社テオブロマ  
シェフ自らが世界のカカオ産地を訪ね、フルーティーで豊かな香りのカカオから高品質のチョコ
レートの製造・販売を行う。 

BOP Business Profile  

関連写真 
（あれば） 

 カカオフードバリューチェーン構築事業準備調査  
（BOPビジネス連携促進） 

マダガスカルのサンビラノ農業・零細農家開発協会（ADASP）と協働して、零細農
家を対象に研修を行い、アグロフォレストリー農法とカカオ加工技術を普及させる
ことで、カカオの品質向上と収量の増大を図るとともに、透明性のあるフードバ
リューチェーンを構築することにより、カカオ農家の生計向上を目指す。また、ア
グロフォレストリー農法の普及による自然環境の回復を目指す。 


